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6 ⽉25 ⽇は快晴の夏⽇となりました。９時からエゾ
リスの会によるチョウの調査がありましたが、私は早
朝に町内会活動があったので45 分ほど遅れて他のメ
ンバーの後を追いました。途中、クモキリソウ、キツ
リフネ、イケマなどの花などを⾒ました。チョウの種
類も代わってきており、サトキマダラヒカゲや種類不
明のヒョウモンチョウ、コキマダラセセリなどを新し
く⾒ました。前回にもいたクロヒカゲ、スジグロシロ
チョウ、ヒメウラナミジャノメ、シロオビヒメヒカゲ
なども⾒ました。柏林台川を渡る地点ではエゾノシモ
ツケソウが美しく咲いていました。ルートの途中のあ
ちこちではヤマグワの実が熟しはじめ、いくつか⾷べ
てみましたが⽢酸っぱくて美味しかったです。 

 
左：カシワ林内を調査中、   右：サトキマダラヒカゲ 

 

7 ⽉9 ⽇の9 時からチョウの調査が⾏われました。
ミドリシジミなどのシジミチョウ類、キマダラヒカゲ
やサカハチチョウなどのタテハチョウ類、ヒョウモン
チョウ類がたくさん現れたので、調査は12 時半頃ま
でかかりました。ヤマグワの実が完熟状態になり、調
査中に⽴ち⽌まって⾷べることができました。 

 
左：フタスジチョウ、     右：ヤマグワの⽊の下で 

植物調査は遅れて13 時30 分の開始となりました。
咲き始めている草としてはオオウバユリ、クガイソ

ウ、ヤブハギ、ハエドクソウ、キツリフネ、オトギリ
ソウ、ナミキソウなどがありました。 

 
左：集合地点のホザキシモツケ、 右：クガイソウ 

 
7 ⽉23 ⽇は朝９時から⾥⼭つくり活動がありまし
た。10 年ほど前から育成してきたオミナエシの周り
にヤブマメが旺盛に⽣育し、オミナエシの⽣育を妨害
するようになったので、オミナエシの周りのヤブマメ
を除去し、オミナエシが陽の光を受けて⽣育できるよ
うにしました。⾃然植⽣を調整することは難しいなと
思いました。午後にはチョウの調査がありましたが、
私は所⽤のため⽋席しました。天気も良かったのでい
ろいろなチョウが⾒られたことと思います 

 
左：作業前の説明、   右：オミナエシとヤブマメ（背景） 

 
8 ⽉6 ⽇の午前中はチョウの調査が⾏われました。気

温は18℃から20℃くらいの間で暑くありませんでし
た。往復は⾃転⾞でしたがあまり汗をかかずに済みまし
た。今⽇はいつもチョウの同定を頼っている会員さんが
体調不良で来られなかったので、調査にいつもより⻑い
時間がかかりました。チョウの種類は森林区域ではクロ
ヒカゲが多く、後半の草原ではジャノメチョウがたくさ
んいました。他にはオナガシジミ、ゴマシジミ、ツバメ
シジミなどを⾒ました。午後には植物調査がありました
が、私は都合で参加できませんでした。 



 
左：ヤマブドウを⾒上げる会員、 右：クロヒカゲ 

 
9 ⽉3 ⽇は朝9 時からチョウの調査、午後13 時15 分

から植物の調査が⾏われました。前回⾬によって中⽌と
なったので、ほぼ１ヶ⽉ぶりの活動でした。気温が低く
なったためか、最初森のチョウがあまり現れませんでし
たが、草原付近では多数のチョウを⾒ることができまし
た。珍しいチョウとしてはヒメアカタテハ、オオウラギ
ンスジヒョウモン、シータテハなどがありました。秋の
トンボもいろいろなものを⾒ることができました。 

 
左：調査中のメンバー、   右：ヒメアカタテハ 

9 ⽉3 ⽇午後の植物調査は２つのグループに分かれ
て、A グループは森の中の指標種植物の個体数調査を、
B グループは草原から森林にかけてのルート上で蕾、
花、実を結んでいる全ての植物を⾒つけ出して記録する
調査をしました。私はB のグループでした。開花がピー
クを迎えていたのはオオイタドリ、ミズヒキ、ハナタ
デ、イヌタデ、ミゾソバなどのタデ科の植物でした。森
の中ではエゾトリカブトやサラシナショウマが綺麗に咲
いていました。草原ではイチゲフウロ、ゲンノショウ
コ、ミツバフウロなどが咲いていました。よく似たこれ
らの３種類の花を同じルート上で⽐較できました。花期
が⻑いオオアワダチソウ、キンミズヒキなどの花も咲い
ていました。秋の到来を反映して、午前・午後ともに林
内でさまざまなキノコも⾒ることができました。 

 
左：ゲンノショウコ、     右：シロホウライタケ 

 
帯広百年記念館では8 ⽉5 ⽇から9 ⽉10 ⽇まで特別

企画展「⼗勝縦断⽣物誌」が開催されました。エゾリス
の会メンバーの池⽥さん他が企画されたものなので、私
は期間中３回⾒学しました。  ⾼い⼭と海に囲まれた⼗
勝には貴重で特殊な⽣物相が分布していますが、地域内
での分布には地形の違いと⼤きな川の存在が影響を及ぼ
しています。この企画展はこのことをテーマにして、地
形ごとの⽣物相の特徴（らしさ）を説明していました。
例えばエゾエンゴサクの葉の形にいろいろな変異があっ
て地域ごとに分布が違うこと、イチゲの仲間にもいろい
ろなものがあり分布が違うことなどが説明されていまし
た。また、⼗勝川の右岸と左岸で植物の分布に違いがあ
り、例えばカタクリやオクエゾサイシンは右岸だけで⾒
られるとのことです。また右岸にある豊頃丘陵の⽣物相
は左岸にある⽩糠丘陵の⽣物相とは⼤きく異なり、⽇⾼
⼭脈の⽣物相と似ているそうです。⾮常に⽰唆に富んだ
企画でした。さらに、9 ⽉２⽇に⾏われた関連講座「み
んなでつくる⾃然マップー北海道・札幌・⼗勝」では、
さっぽろ⾃然調査館の渡辺さんを講師とし、2022 年に⾏
われたフラワーソンの調査結果の詳しく興味ある解説が
⾏われました。 

 
左：ヒグマ（浦幌, 1991）、右：エゾエンゴサクの葉の変異。 

 


